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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体が着脱可能に装着される撮像装置であって、
　撮像手段と、
　前記撮像手段により得られた画像データ及び前記画像データに関する付加情報を前記記
録媒体に記録するデータ記録手段と、
　前記記録媒体として、同一のアドレスに対してデータの再書き込みが可能な第１の記録
媒体、及び、同一のアドレスに対してデータの再書き込みが不可能な第２の記録媒体のい
ずれが装着されているかを判定する判定手段と、
　前記判定手段による判別結果により前記第１の記録媒体が装着されていると判定された
場合と、前記第２の記録媒体が装着されていると判定された場合とで、前記付加情報の設
定がなされていない状態での前記撮像手段又は前記データ記録手段に関する動作を異なら
しめる制御手段とを備えたことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記付加情報の設定がなされていないときは、前記データ記録手段による記録前に前記
付加情報を使用者に設定させる、又は前記撮像手段による撮影を禁止する、又は前記撮像
手段による撮影後に前記付加情報を設定させることを特徴とする請求項１に記載の撮像装
置。
【請求項３】
　前記付加情報は日時情報、又は撮影者情報、又はタグ情報、又は回転情報、又はＧＰＳ
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情報であることを特徴とする請求項１または２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　撮像手段と、前記撮像手段により得られた画像データ及び前記画像データに関する付加
情報を、着脱可能に装着される記録媒体に記録するデータ記録手段とを備えた撮像装置の
制御方法であって、
　前記着脱可能に装着される記録媒体として、同一のアドレスに対してデータの再書き込
みが可能な第１の記録媒体、及び、同一のアドレスに対してデータの再書き込みが不可能
な第２の記録媒体のいずれが装着されているかを判定するステップと、
　前記判定による判別結果により前記第１の記録媒体が装着されていると判定された場合
と、前記第２の記録媒体が装着されていると判定された場合とで、前記付加情報の設定が
なされていない状態での前記撮像手段又は前記データ記録手段に関する動作を異ならしめ
るステップを有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項５】
　撮像手段と、前記撮像手段により得られた画像データ及び前記画像データに関する付加
情報を、着脱可能に装着される記録媒体に記録するデータ記録手段とを備えた撮像装置を
制御するためのプログラムであって、
　前記着脱可能に装着される記録媒体として、同一のアドレスに対してデータの再書き込
みが可能な第１の記録媒体、及び、同一のアドレスに対してデータの再書き込みが不可能
な第２の記録媒体のいずれが装着されているかを判定する処理と、
　前記判定による判別結果により前記第１の記録媒体が装着されていると判定された場合
と、前記第２の記録媒体が装着されていると判定された場合とで、前記付加情報の設定が
なされていない状態での前記撮像手段又は前記データ記録手段に関する動作を異ならしめ
る処理をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、異なる種類のメモリカード等の記録媒体に画像データを記録可能な撮像装置
、その制御方法、及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より撮影画像をデジタル信号として記録再生するデジタルカメラが知られている。
この種のデジタルカメラでは、記録媒体として再書き込み可能なフラッシュメモリをカー
ド型にパッケージ化したメモリカードが用いられる。この場合、撮影後にユーザが気に入
らない画像データを消去したり、記録媒体内の全ての画像データを消去したりすることが
できる（特許文献１等を参照）。
【０００３】
【特許文献１】特許第３１７７４９１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　近年では、メモリカードの価格は低下してきているとはいえ、大容量のものになるとま
だ高価である。
【０００５】
　そこで、同一のアドレスに対してデータの再書き込みを不可能とすることで、コスト低
下を図ったメモリカードが検討されている。このようにデータの書き込みを一度限りとす
ることで、書き込みの繰り返しに対する動作保障が不要となり、製造原価が安く、また、
製品に対する評価コストも小さくすることが可能となる。
【０００６】
　今後は、従来方式のデジタルカメラに対して、上述した同一のアドレスに対してデータ
の再書き込みを不可能としたメモリカードを装着して使用する状況も考えられる。しかし
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ながら、その場合に、例えば日時設定が不正な状態で撮影すると、撮影日時が不正なファ
イルとなってしまい、記録容量を無駄に消費することになる。
【０００７】
　本発明は、上記のような点に鑑みてなされたものであり、再書き込み不可能な記録媒体
を装着したときに、無駄な記録容量の消費を防ぎ、該記録媒体を有効に使用できるように
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の撮像装置は、記録媒体が着脱可能に装着される撮像装置であって、撮像手段と
、前記撮像手段により得られた画像データ及び前記画像データに関する付加情報を前記記
録媒体に記録するデータ記録手段と、前記記録媒体として、同一のアドレスに対してデー
タの再書き込みが可能な第１の記録媒体、及び、同一のアドレスに対してデータの再書き
込みが不可能な第２の記録媒体のいずれが装着されているかを判定する判定手段と、前記
判定手段による判別結果により前記第１の記録媒体が装着されていると判定された場合と
、前記第２の記録媒体が装着されていると判定された場合とで、前記付加情報の設定がな
されていない状態での前記撮像手段又は前記データ記録手段に関する動作を異ならしめる
制御手段とを備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、データの再書き込み可能／不可能な２種類の記録媒体を使用可能な撮
像装置において、特に再書き込み不可能な記録媒体を装着したときに、無駄な記録容量の
消費を防ぎ、該記録媒体を有効に使用することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、添付図面を参照して、本発明の好適な実施形態について説明する。
　図１は、本発明を適用した実施形態に係るデジタルカメラ１００の構成を示す図である
。１０は撮影レンズである。１２は絞り機能を備えるシャッターである。１４は光学像を
電気信号に変換する撮像素子であり、本発明でいう撮像手段がこれに相当する。１６は撮
像素子１４のアナログ信号出力をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換器である。１８は撮
像素子１４、Ａ／Ｄ変換器１６、Ｄ／Ａ変換器２６にクロック信号や制御信号を供給する
タイミング発生回路であり、メモリ制御回路２２及びシステム制御回路５０により制御さ
れる。
【００１１】
　２０は画像処理回路であり、Ａ／Ｄ変換器１６からのデータ或いはメモリ制御回路２２
からのデータに対して所定の画素補間処理や色変換処理を行う。また、画像処理回路２０
は、撮像した画像データを用いて所定の演算処理を行い、得られた演算結果に基づいてシ
ステム制御回路５０が露光制御部４０、測距制御部４２に対して制御を行う。これにより
、ＴＴＬ（スルー・ザ・レンズ）方式のＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出
）処理、ＥＦ（フラッシュプリ発光）処理を行う。さらに、画像処理回路２０は、撮像し
た画像データを用いて所定の演算処理を行い、得られた演算結果に基づいてＴＴＬ方式の
ＡＷＢ（オートホワイトバランス）処理も行う。
【００１２】
　２２はメモリ制御回路であり、Ａ／Ｄ変換器１６、タイミング発生回路１８、画像処理
回路２０、画像表示メモリ２４、Ｄ／Ａ変換器２６、メモリ３０、圧縮・伸長回路３２を
制御する。Ａ／Ｄ変換器１６のデータが画像処理回路２０、メモリ制御回路２２を介して
、或いはＡ／Ｄ変換器１６のデータが直接メモリ制御回路２２を介して、画像表示メモリ
２４或いはメモリ３０に書き込まれる。
【００１３】
　２４は画像表示メモリである。２６はＤ／Ａ変換器である。２８はＴＦＴ ＬＣＤ等か
らなる画像表示部であり、画像表示メモリ２４に書き込まれた表示用の画像データはＤ／
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Ａ変換器２６を介して画像表示部２８により表示される。画像表示部２８を用いて撮像し
た画像データを逐次表示すれば、電子ファインダ機能を実現することが可能である。また
、画像表示部２８は、システム制御回路５０の指示により任意に表示をＯＮ／ＯＦＦする
ことが可能であり、表示をＯＦＦにした場合にはデジタルカメラ１００の電力消費を大幅
に低減することができる。
【００１４】
　３０は撮影した静止画像や動画像を格納するためのメモリであり、所定枚数の静止画像
や所定時間の動画像を格納するのに十分な記憶量を備えている。これにより、複数枚の静
止画像を連続して撮影する連射撮影やパノラマ撮影の場合にも、高速かつ大量の画像書き
込みをメモリ３０に対して行うことが可能となる。また、メモリ３０はシステム制御回路
５０の作業領域としても使用することが可能である。
【００１５】
　３２は適応離散コサイン変換（ＡＤＣＴ）等により画像データを圧縮伸長する圧縮・伸
長回路であり、メモリ３０に格納された画像を読み込んで圧縮処理或いは伸長処理を行い
、処理を終えたデータをメモリ３０に書き込む。
【００１６】
　４０は絞り機能を備えるシャッター１２を制御する露光制御部であり、フラッシュ４８
と連携することによりフラッシュ調光機能も有する。４２は撮影レンズ１０のフォーカシ
ングを制御する測距制御部である。露光制御部４０、測距制御部４２はＴＴＬ方式を用い
て制御され、撮像した画像データを画像処理回路２０によって演算した演算結果に基づき
、システム制御回路５０が露光制御部４０、測距制御部４２に対して制御を行う。
【００１７】
　４４は撮影レンズ１０のズーミングを制御するズーム制御部である。４６はバリア１０
２の動作を制御するバリア制御部である。４８はＡＦ補助光の投光機能、フラッシュ調光
機能も有するフラッシュである。
【００１８】
　５０はデジタルカメラ１００全体を制御するシステム制御回路であり、本発明でいう制
御手段がこれに相当する。５２はシステム制御回路５０の動作用の定数、変数、プログラ
ム等を記憶するメモリである。
【００１９】
　５４はシステム制御回路５０でのプログラムの実行に応じて、文字、画像、音声等を用
いて動作状態やメッセージ等を表示する液晶表示装置、スピーカー等の表示部である。表
示部５４は、デジタルカメラ１００の操作部近辺の視認し易い位置に単数或いは複数個所
設置され、例えばＬＣＤやＬＥＤ、発音素子等の組み合わせにより構成される。また、表
示部５４は、その一部の機能が光学ファインダ１０４内に設置されている。表示部５４の
表示内容のうち、ＬＣＤ等に表示するものとしては、シングルショット／連写撮影表示、
セルフタイマー表示、圧縮率表示、記録画素数表示、記録枚数表示、残撮影可能枚数表示
、シャッタースピード表示、絞り値表示、露出補正表示、フラッシュ表示、赤目緩和表示
、マクロ撮影表示、ブザー設定表示、時計用電池残量表示、電池残量表示、エラー表示、
複数桁の数字による情報表示、外部記録媒体１２０の着脱状態表示、通信Ｉ／Ｆ動作表示
、日付け・時刻表示等がある。また、表示部５４の表示内容のうち、光学ファインダ１０
４内に表示するものとしては、合焦表示、手振れ警告表示、フラッシュ充電表示、シャッ
タースピード表示、絞り値表示、露出補正表示等がある。
【００２０】
　５６は電気的に消去・記録可能な不揮発性メモリであり、例えばＥＥＰＲＯＭ等が用い
られる。
【００２１】
　６０、６２、６４、６６、６８、及び７０は、システム制御回路５０の各種の動作指示
を入力するための操作手段であり、スイッチやダイアル、タッチパネル、視線検知による
ポインティング、音声認識装置等の単数或いは複数の組み合わせで構成される。
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【００２２】
　ここで、これらの操作手段の具体的な説明を行う。６０はモードダイアルスイッチであ
り、電源オフ、自動撮影モード、撮影モード、パノラマ撮影モード、再生モード、マルチ
画面再生・消去モード、ＰＣ接続モード等の各機能モードを切り替え設定することができ
る。
【００２３】
　６２はシャッタースイッチＳＷ１であり、不図示のシャッターボタンの操作途中でＯＮ
となり、ＡＦ処理、ＡＥ処理、ＡＷＢ処理、ＥＦ処理等の動作開始を指示する。６４はシ
ャッタースイッチＳＷ２であり、不図示のシャッターボタンの操作完了でＯＮとなり、撮
像素子１４から読み出した信号をＡ／Ｄ変換器１６、メモリ制御回路２２を介してメモリ
３０に画像データを書き込む露光処理、画像処理回路２０やメモリ制御回路２２での演算
を用いた現像処理、メモリ３０から画像データを読み出し、圧縮・伸長回路３２で圧縮を
行い、記録媒体１２０に画像データを書き込む記録処理という一連の処理の動作開始を指
示する。
【００２４】
　６６は画像表示ＯＮ／ＯＦＦスイッチであり、画像表示部２８のＯＮ／ＯＦＦを設定す
ることができる。この機能により、光学ファインダ１０４を用いて撮影を行う際に、画像
表示部２８への電流供給を遮断することにより、省電力を図ることが可能となる。
【００２５】
　６８はクイックレビューＯＮ／ＯＦＦスイッチであり、撮影直後に撮影した画像データ
を自動再生するクイックレビュー機能を設定する。なお、本実施形態では、特に画像表示
部２８をＯＦＦとした場合におけるクイックレビュー機能を設定する機能を備えるものと
する。
【００２６】
　７０は各種ボタンやタッチパネル等からなる操作部であり、メニューボタン、セットボ
タン、マクロボタン、マルチ画面再生改ページボタン、フラッシュ設定ボタン、単写／連
写／セルフタイマー切り替えボタン、メニュー移動＋（プラス）ボタン、メニュー移動－
（マイナス）ボタン、再生画像移動＋（プラス）ボタン、再生画像－（マイナス）ボタン
、撮影画質選択ボタン、露出補正ボタン、日付／時間設定ボタン等がある。
【００２７】
　８０は電源制御部であり、電池検出回路、ＤＣ-ＤＣコンバータ、通電するブロックを
切り替えるスイッチ回路等により構成される。電源制御部８０は、電池の装着の有無、電
池の種類、電池残量の検出を行い、検出結果及びシステム制御回路５０の指示に基づいて
ＤＣ-ＤＣコンバータを制御し、必要な電圧を必要な期間、記録媒体を含む各部へ供給す
る。
【００２８】
　８２、８４はコネクタである。８６は電源であり、アルカリ電池やリチウム電池等の一
次電池やＮｉＣｄ電池やＮｉＭＨ電池、Ｌｉ電池等の二次電池、ＡＣアダプタ等からなる
。
【００２９】
　９０はメモリカード等の外部記録媒体とデータの送受信を行うカードコントローラであ
る。９１はメモリカード等の外部記録媒体とのインタフェースである。９２はメモリカー
ド等の外部記録媒体１２０と接続を行うコネクタである。９８はコネクタ９２に外部記録
媒体１２０が装着されているか否かを検知する記録媒体着脱検知部である。
【００３０】
　なお、本実施形態では、記録媒体を取り付けるインタフェースやコネクタは、単数或い
は複数、いずれの系統数を備える構成としても構わない。また、異なる規格のインタフェ
ース及びコネクタを組み合わせて備える構成としても構わない。インタフェース及びコネ
クタとしては、ＰＣＭＣＩＡカードやＣＦ（コンパクトフラッシュ（登録商標））カード
等の規格に準拠したものを用いて構成して構わない。
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【００３１】
　さらに、インタフェース９１、そしてコネクタ９２をＰＣＭＣＩＡカードやＣＦ（コン
パクトフラッシュ（登録商標））カード等の規格に準拠したものを用いて構成した場合、
各種通信カードを接続することができる。通信カードは、ＬＡＮカードやモデムカード、
ＵＳＢカード、ＩＥＥＥ１３９４カード、Ｐ１２８４カード、ＳＣＳＩカード、ＰＨＳ等
の通信カード等である。そして、各種通信カードを接続することにより、他のコンピュー
タやプリンタ等の周辺機器との間で画像データや画像データに付属した管理情報を転送し
合うことができる。
【００３２】
　１０２は保護手段としてのバリアであり、デジタルカメラ１００のレンズ１０を含む撮
像部を覆うことにより、撮像部の汚れや破損を防止する。
【００３３】
　１０４は光学ファインダであり、画像表示部２８による電子ファインダ機能を使用する
こと無しに、光学ファインダのみを用いて撮影を行うことが可能である。また、光学ファ
インダ１０４内には、表示部５４の一部の機能、例えば、合焦表示、手振れ警告表示、フ
ラッシュ充電表示、シャッタースピード表示、絞り値表示、露出補正表示等が設置されて
いる。
【００３４】
　１２０はメモリカード等の外部記録媒体であり、デジタルカメラ１００に着脱可能に装
着される。本実施形態に係るデジタルカメラ１００では、同一のアドレスに対してデータ
の再書き込みが可能な記録媒体、及び、同一のアドレスに対してデータの再書き込みが不
可能な記録媒体のいずれも装着可能となっている。前者の記録媒体が本発明でいう第１の
記録媒体に相当し、後者の記録媒体が本発明でいう第２の記録媒体に相当するものである
。
【００３５】
　次に、図２、図３、図４を参照して、本実施形態に係るデジタルカメラ１００の処理動
作を説明する。
【００３６】
　図２は、本実施形態に係るデジタルカメラ１００の起動時の処理動作を示すフローチャ
ートである。電源投入後、ステップＳ２０１で、システム制御回路５０は、日時設定済み
か否かを判定する。上記ステップＳ２０１において日時設定済みでない場合、ステップＳ
２０２に進み、日時設定画面を表示する。なお、上記ステップＳ２０１において日時設定
済みである場合は、そのまま撮影待機状態になる。
【００３７】
　次に、ステップＳ２０３で、システム制御回路５０は、カードコントローラ９０を介し
て、コネクタ９２に装着されている記録媒体が、同一のアドレスに対してデータの再書き
込みが不可能な記録媒体（ワンタイムＳＤ）であるか否かを判定する。これが本発明でい
う判定手段による処理例である。
【００３８】
　上記ステップＳ２０３においてワンタイムＳＤでない場合、ステップＳ２０４に進み、
操作部７０にあるキャンセルボタンが押されたか否かを判定する。
【００３９】
　上記ステップＳ２０４においてキャンセルボタンが押されていない場合、ステップＳ２
０５に進み、日時設定が完了したか否かを判定する。なお、上記ステップＳ２０３におい
てワンタイムＳＤである場合は、ステップＳ２０５に進み、日時設定が完了したか否かを
判定する。
【００４０】
　上記ステップＳ２０５において日時設定が完了していない場合、ステップＳ２０６に進
み、システム制御回路５０は、シャッタースイッチＳＷ１が押されたか否かを判定する。
上記ステップＳ２０６においてシャッタースイッチＳＷ１が押された場合、ステップＳ２
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０７に進み、日時設定画面を消去し、ステップＳ２０８に進み、ＡＦ処理、ＡＥ処理、Ａ
ＷＢ処理等の撮影準備動作をする。なお、上記ステップＳ２０６においてシャッタースイ
ッチＳＷ１が押されていない場合は、ステップＳ２０３に戻る。
【００４１】
　上記ステップＳ２０４においてキャンセルボタンが押された場合や、上記ステップＳ２
０５において日時設定が完了した場合、システム制御回路５０は、ステップＳ２０９に進
み、日時設定画面を消去し、撮影待機状態になる。
【００４２】
　図３は、本実施形態に係るデジタルカメラ１００の撮影待機状態から撮影までの処理動
作を示すフローチャートである。撮影待機状態において、ステップＳ３０１で、システム
制御回路５０は、シャッタースイッチＳＷ１が押されたか否かを判定する。上記ステップ
Ｓ３０１においてシャッタースイッチＳＷ１が押された場合、ステップＳ３０２に進み、
日時設定がされているか否かを判定する。なお、上記ステップＳ３０１においてシャッタ
ースイッチＳＷ１が押されていない場合は、シャッタースイッチＳＷ１が押されるまで待
機する。
【００４３】
　上記ステップＳ３０２において日時設定がされていなかった場合、ステップＳ３０３に
進み、システム制御回路５０は、カードコントローラ９０を介して、コネクタ９２に装着
されている記録媒体がワンタイムＳＤであるか否かを判定する。これが本発明でいう判定
手段による処理例である。
【００４４】
　上記ステップＳ３０３においてワンタイムＳＤでない場合、また、上記ステップＳ３０
２において日時設定がされている場合、ステップＳ３０４に進み、ＡＦ処理、ＡＥ処理、
ＡＷＢ処理等の撮影準備動作をする。なお、上記ステップＳ３０３においてワンタイムＳ
Ｄである場合は、ステップＳ３０１に戻り、撮影待機状態のままとなる。すなわち、ワン
タイムＳＤが装着されており、日時設定がなされていないときは、撮影を禁止する。
【００４５】
　ステップＳ３０４の撮影準備動作が完了すると、ステップＳ３０５で、システム制御回
路５０は、シャッタースイッチＳＷ１が押されているか否かを判定する。上記ステップＳ
３０５においてシャッタースイッチＳＷ１が押されている場合、ステップＳ３０６に進み
、シャッタースイッチＳＷ２が押されたか否かを判定する。なお、上記ステップＳ３０５
においてシャッタースイッチＳＷ１が押されていない場合は、ステップＳ３０１に戻り、
撮影待機状態となる。
【００４６】
　上記ステップＳ３０６においてシャッタースイッチＳＷ２が押された場合、ステップＳ
３０７に進み、日時設定がされているか否かを判定する。なお、上記ステップＳ３０６に
おいて、シャッタースイッチＳＷ２が押されていない場合は、ステップＳ３０５に戻り、
シャッタースイッチＳＷ１が押されているか否かを判定する。
【００４７】
　上記ステップＳ３０７において日時設定がされている場合、ステップＳ３０８に進み、
現在の時刻を撮影時刻としてメモリ５２に記憶する。ステップＳ３０８の撮影時刻の記憶
が完了すると、ステップＳ３０９に進み、露光処理、現像処理、圧縮処理という一連の撮
影処理を行う。また、上記ステップＳ３０７において日時設定がされていない場合は、ス
テップＳ３１０に進み、システム制御回路５０にあるタイマーを動作させ、計時を開始し
、ステップＳ３０９に進み、一連の撮影処理を行う。
【００４８】
　図４は、本実施形態に係るデジタルカメラ１００の撮影から記録までの処理動作を示す
フローチャートである。一連の撮影処理が完了すると、ステップＳ４０１で、システム制
御回路５０は、日時設定がされているか否かを判定する。上記ステップＳ４０１において
日時設定がされている場合、ステップＳ４０２に進み、システム制御回路５０は、カード



(8) JP 4785778 B2 2011.10.5

10

20

30

40

50

コントローラ９０を介して、コネクタ９２に装着されている記録媒体がワンタイムＳＤで
あるか否かを判定する。これが本発明でいう判定手段による処理例である。なお、上記ス
テップＳ４０１において日時設定済みである場合は、ステップＳ４０８に進む。
【００４９】
　上記ステップＳ４０２においてワンタイムＳＤである場合、ステップＳ４０３に進み、
日時設定画面を表示した後、ステップＳ４０４に進み、日時設定が完了したか否かを判定
し、完了するまで待機する。すなわち、ワンタイムＳＤが装着されており、日時設定がな
されていないときは、記録前に日時設定させる。
【００５０】
　上記ステップＳ４０４において日時設定が完了した場合、ステップＳ４０５に進み、ス
テップＳ３１０で開始した計時を終了し、設定された日時から計時された時間を減算する
ことにより撮影時刻を算出する。次に、ステップＳ４０６に進み、撮影時刻としてメモリ
５２に記憶する。次に、ステップＳ４０７に進み、日時設定画面を消去する。その後、ス
テップＳ４０８に進み、ステップＳ３０９で撮影処理された画像データとメモリ５２に記
憶されている撮影時刻を１つのファイルとしてコネクタ９２に装着されている記録媒体に
記録する。これが本発明でいうデータ記録手段による処理例である。
【００５１】
　上記ステップＳ４０２においてワンタイムＳＤでない場合は、ステップＳ４０８に進み
、撮影時刻が記憶されていないため、撮影時刻が不定のまま記録媒体に記録する。また、
上記ステップＳ４０１において日時設定済みである場合は、ステップＳ３０９で撮影処理
された画像データとメモリ５２に記憶されている撮影時刻を１つのファイルとしてコネク
タ９２に装着されている記録媒体に記録する。
【００５２】
　本実施形態では、ワンタイムＳＤ使用時の所定の動作変更の対象となる付加情報の設定
を、日時情報の設定として説明した。ただし、それ以外にも、撮影者情報（オーナーネー
ム）、撮影した画像のカテゴリを識別するためのタグ情報、撮影時のカメラの回転方向を
示す回転情報、撮影した位置に関するＧＰＳ情報等のファイル情報として必要な付加情報
に関する設定にも適用しうる。
【００５３】
　また、ワンタイムＳＤ使用時の所定の動作変更の対象となる付加情報の設定を、メニュ
ー等でユーザが選択できるようにしても良い。
【００５４】
　以上説明したように、ワンタイムＳＤを使用する際に、ファイル情報として必要な付加
情報に関する設定がされていない場合に、記録媒体に記録する前にその設定をさせること
により、不要なファイル作成による記録容量の消費を防ぎ、該記録媒体を有効に使用する
ことができる。
【００５５】
　なお、本発明の目的は、上述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラム
コードを記録した記憶媒体を、システム或いは装置に供給することによっても達成される
。この場合、そのシステム或いは装置のコンピュータ（又はＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体
に格納されたプログラムコードを読み出し実行する。
【００５６】
　この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が上述した実施形態の機能
を実現することになり、プログラムコード自体及びそのプログラムコードを記憶した記憶
媒体は本発明を構成することになる。
【００５７】
　プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フレキシブルディスク
、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ
、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ等を用いることができる。
【００５８】
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　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、上述した実
施形態の機能が実現されるだけに限らない。例えば、そのプログラムコードの指示に基づ
き、コンピュータ上で稼動しているＯＳ（基本システム或いはオペレーティングシステム
）等が実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって上述した実施形態の機能が実
現されてもよい。
【００５９】
　さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機
能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれ
る形態でもよい。この場合メモリに書き込まれた後、そのプログラムコードの指示に基づ
き、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わるＣＰＵ等が実際の処理の一部又は全
部を行い、その処理によって上述した実施形態の機能が実現される。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】実施形態に係るデジタルカメラの構成を示す図である。
【図２】実施形態に係るデジタルカメラの起動時の処理動作を示すフローチャートである
。
【図３】実施形態に係るデジタルカメラの撮影待機状態から撮影までの処理動作を示すフ
ローチャートである。
【図４】実施形態に係るデジタルカメラの撮影から記録までの処理動作を示すフローチャ
ートである。
【符号の説明】
【００６１】
　１０：撮影レンズ
　１２：シャッター
　１４：撮像素子
　１６：Ａ／Ｄ変換器
　１８：タイミング発生回路
　２０：画像処理回路
　２２：メモリ制御回路
　２４：画像表示メモリ
　２６：Ｄ／Ａ変換器
　２８：画像表示部
　３０：メモリ
　３２：圧縮・伸長回路
　４０：露光制御部
　４２：測距制御部
　４４：ズーム制御部
　４６：バリア制御部
　４８：フラッシュ
　５０：システム制御回路
　５２：メモリ
　５４：表示部
　５６：不揮発性メモリ
　９０：カードコントローラ
　９１：インタフェース
　９２：コネクタ
　９８：記録媒体着脱検知部
　１００：デジタルカメラ
　１２０：外部記録媒体
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